
《野﨑正和代表理事 挨拶》 

日本経済は非常に活気が出てきて、株が上昇しておりますが、

トンネル業界はもう少し時間がかかるのではないかと思っており

ます。３月末に国交省から建設技能者の労務賃金引き上げが提起 

されました。かつてこうしたことはなかったと思います。 

以前、建設技能者は６００万人位いましたが年々減少してきてお

ります。また一昨年３月震災の復興では建設業界は一番に駆けつ

け、福島原発の一番難しいところにも取り組みましたが、一方で

は技能者の数が足らないで非常に困っているとの声も聞こえてお 

ります。 

どうしたら若者が建設業界に入るのか、そのための最大の要は

賃金だと思います。建設業界は賃金アップのためにも頑張らなけ

ればなりません。今年初めには法定福利費を見積書に明示するよう会員の皆様にお願いいたしました。国交省か

ら１５％労務賃金アップの通達もあり、建設業界もそれに向かって動いているので、会員皆様が足並みを揃えて一

緒に取り組むことによって、若手がどんどん入ってくる魅力ある業界にしていきいきたいと思っております。 

これからシールド業者の皆さんにも専門協に入っていただいて登録トンネル基幹技能者講習を受けていただきた 

いと考えておりますので、皆さんからも推薦お願いします。 

 

 

※お役職は平成２５年５月１９日現在です 

 
   

 
 平成２５年５月１９日に学士会館にて、 第６回定時社員総会が開催されました。なお、出席５１社、

議長委任５２社、議決権総数１０３社でした。  
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第６回（平成２５年）   定 時 社 員 総 会 

一般社団法人 

 総 会 懇 親 会 来 賓 挨 拶 要 旨  

国土交通省大臣官房 技術調査課 建設技術調査官  森戸義貴 様（建設技術調査課長 越智繁雄様代理） 

私も現場で事務所長をさせて頂いた事がありますが、トンネルというのは、できあがるまでは

坑口が片方しかないものですから、切羽まで行くのに大変苦労して行き、又、帰りは同じ道を

戻ってくるのですが、開通すると一瞬に反対側へ行ってしまい、あるのが当たり前のようになっ

てしまう。そこが先程会長が言っておられた、アピールが足りないところかもしれないのかなと 

つくづく思います。 
 

国土交通省 土地建設産業局 建設市場整備課 労働資材対策室長  千葉信義 様 

設計労務単価の大幅引き上げ、それによる人材の確保、それから社会保険の加入の徹底など、

直接主要な団体に要請させて頂いておりますが、これらのことは、たぶん異例な事なんだろうと

思いながら、踏み切らせて頂いております。また、登録基幹技能者制度も管轄しておりますの 

で、この点についてもご協力をお願いしたいと思います。   

 
厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 安全課長  半田有道 様 

建設業における安全対策は、ゼネコンの統括管理はもちろん重要ですが、やはり第一線でやっ

ておられる専門工事業、特にそこの作業員の方々を指導して、作業を安全に進める職長さん、こ

ういった方々の力による事が大きいです。そういう意味でもトンネル専門工事業協会の皆様方に 

は、大いに期待したいところでございます。   
 

厚生労働省 労働基準局 安全衛生部 環境改善室長  亀澤典子 様  

私は労働衛生の粉じんの方を担当をしており、粉じんが多く発生する職場をいろいろ見てきま

したが、トンネルの現場はほんとうにきれいになっており、その改善の結果は健康診断にも表れ

ております。また、トンネル粉じんのガイドライン改正にも取り組んでおりますので、ご協力よ

ろしくお願い申し上げます。 



 ９月１９日にメルパルク東京にて秋季セミナーが開催されました。 

野﨑正和会長より、「東北復興のトンネル、又、リニア、それから東

京オリンピックでもトンネル工事が出ると思いますが、そのための特

殊機械や人員不足をどうやって改善していくかが大きな問題になって

います。これは我々だけでは解決できませんので、国土交通省、厚生

労働省の皆様にご相談しなければならないと思っております。我々は今まであった機械を一生懸命修理して何

とか使っておりますが、限界がありますので、行政の方々のお力添えを頂いて、新しい機械を使えるような仕

組みを考えて頂きたいと思っております。」との挨拶がありました。 

尚、秋季セミナー開催に先立ち、トンネル施工機械に関する現状の問題点と改善策に関する意見交換会が行

われました。施工及び機械等（レンタル・メーカー企業）の会員５２名（３０社）が参加し、各々の立場にお

ける熱心な意見交換が行われました。 

 『トンネル施工機械現場管理要員研修テキスト』 

機械の老朽化が進む中、故障などの予防対策として、機械・設備の稼働環境条件などを示すと共に、点検整備 

方法や施工上の留意点、主な故障例などについての報告 

 『トンネル覆工に関するアンケート調査報告』 

覆工コンクリートの施工方法や品質管理等について、会員企業を対象にアンケート調査を行い、その上でスラン 

プ値や１回あたりの打設長、打設量、打設時間などの回答結果や、打設時の課題や留意点などについての報告 

 『トンネルガス爆発労働災害事例及び対策調査・研究報告』 

平成２４年５月に八箇峠トンネルで発生したガス爆発事故を受け、同種災害を二度と起こさないようにするため、 

過去に発生したガス爆発事故例を整理し、防止に向けた安全対策や安全法令などを冊子にまとめ報告 

 行 政 講 演 

 
      秋 季 セ ミ ナー 

  

１．「建設業の現状」では、就業者数の推移、賃金水準、就労環境からの技能労働者等

の減少、建設業就業者の高齢化の進行、若年者の入職減という建設業が直面する課 

題について 

２．「社会保険未加入対策」では、社会保険等未加入対策の進め方 、低入札価格調査 

基準の見直し、法定福利費等必用な費用、適切な賃金水準の確保について。 

３．「専門工事業者等評価制度について」では、担い手確保・育成検討会の開催状況、 

制度設計にあたっての基本的な考え方、今後の進め方及びその留意点について 

以上に関する講演が行われました。 

 調 査 研 究 報 告 

《承認された議案》 

 第一号議案  平成二四年度事業報告 

 第二号議案  平成二四年度収支決算報告 

                並びに監査報告 

 第三号議案  役員選任承認 ※ 

 第四号議案  平成二五年度事業計画 

 第五号議案  平成二五年度収支予算  

※ 役員選任 

  理事 

   キャタピラーイーストジャパン株式会社 

         菅原正人氏（山崎治郎氏の後任）  

《表彰 》 

当協会からの推薦により大臣顕彰を受賞された３名に表彰

状と記念品が、野﨑代表理事会長から贈呈されました。 

<優秀施工者 国土交通大臣顕彰受賞> 

  成豊建設㈱ 舛友信一様 木部建設㈱ 森 浩樹様 

<安全優良職長 厚生労働大臣顕彰受賞> 

  石田土木㈱ 有江一徳様 

『建設労働者確保育成助成金について』 

 厚生労働省 職業安定局 建設・港湾対策室室長補佐 早川由世 様  

『社会保険未加入対策及び専門工事業評価制度について』 

 国土交通省 土地・建設産業局 建設市場整備課労働資材対策室長 千葉信義 様  

建設労働をめぐる情勢と課題を踏まえ、平成２５年度５月より「若年労働者の確保・育

成」と「技能継承」に重点を置いた“建設労働者確保育成助成金”を創設し、事業主及び

団体の取組を支援 している旨の説明と新助成金制度の概要について講演が行われました。 



 
  平成２5年度第１回登録トンネル基幹技能者講習 

会社名 

修了証番号 所属組織 氏名   修了証番号 所属組織 氏名 

第061307-00421号 石田土木㈱ 名越 康夫   第061307-00428号 藤友工業㈱ 前田 利章 

第061307-00422号 ㈱興和建設 可世木 幸二   第061307-00429号 北新建設㈱ 彦坂 秀二 

第061307-00423号 成豊建設㈱ 松本 正美   第061307-00430号 北新建設㈱ 上田 久則 

第061307-00424号 藤友工業㈱ 池田 正士   第061307-00431号 村田建設㈱ 棈松 和昭 

第061307-00425号 藤友工業㈱ 後藤 正志   第061307-00432号 村田建設㈱ 黒木 靖男 

第061307-00426号 藤友工業㈱ 奈須 晴雄   第061307-00433号 吉岡建設㈱ 豊 安秀 

第061307-00427号 藤友工業㈱ 渕上 智   第061307-00434号 吉田直土木㈱ 越野 順次 

７月９日～１２日に西日本会場（兵庫県三田市）にて登録トンネル

基幹技能者講習が開催されました。１４名の受講者は７月２２日に

行われた基幹技能者育成委員会（外部委員２名を含む）による審 

査の結果、全員の修了が承認されました。 

また、６月１５日～９月７日迄に開催された５回の更新講習で９０名の方が修了証の更新をされました。 

 秋季セミナー懇親会来賓挨拶要旨  

 国土交通省大臣官房技術調査課建設システム管理企画室長 高村祐平 様  
一般国民の方々は、社会福祉国家である日本を維持するためには、公共事業を削れ

ば社会福祉はずっと維持できるのではないか、と期待していましたが、社会資本整備

のお金を削ったところで、日本がたちいく訳ではないという現実に目がさめたのがこ

の１年だったと思います。と同時に社会資本整備の担い手になって頂く専門工事業を

始めとする業界の皆様の若手の方々がいなくなっているという更なる現実に気が付き 

ました。  
 

 国土交通省土地・建設産業局建設市場整備課労働資材対策室長 千葉信義 様 

担い手の確保のためには、社会保険、労務単価の引き上げに伴う賃金水準の確保、

教育訓練のあり方が問題になってきており、非常に広い分野における皆様専門工事業 

団体の格別な取り組みがキーになるものと思っております。  

 
 

 厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課建設安全対策室長 野澤英児 様 
東日本の大震災、復旧、復興という工事量の増加にも関係して、人手不足の状態が

深刻になっておりますが、今その対策をしっかりやるという事に加えて、将来に向け

ての対策が必要だと思っております。トンネル工事でどういう災害対策をやっていか

なければならないのかについてしっかりと若い方に伝えていく事もお願いしたいで 

す。 

 厚生労働省職業安定局建設・港湾対策室長兼介護労働対策室長 上田国士 様  
今まで何重にもなってきた建設業界の構造みたいなものを見直す時期にきているの

ではないかと思っています。学校への求人はたくさんあるけれども、建設業は半分程

度しか決まりません。特にこれから人手不足を解決していくためには若い人達の確保

と、それからもう一つ他産業からの労働移動が課題 です。そのためには、しっかりし 

た企業の確保、企業の成長といいますか、そういったものが必要だと思っています。  
 

 一般財団法人建設業振興基金構造改善センター研究部長 枝川眞弓 様  
財団というのは、皆様方の協会活動の鏡のようなものでして、皆様方の活動が活発

になると私どもの仕事も活発になるというような関係にございます。日本トンネル専

門工事業協会さんが、労働災害の防止、人材確保、それから社会保険の加入の問題等 

に積極的に取り組まれている事を、当財団としても高く評価しております。  

来賓挨拶の後、全国から参集された会員の皆様は、来賓の皆様との名

刺交換や、歓談して頂くなど、大変有意義な時間を持たれました。 
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  この会報に対するご意見・ご感想、又ご入会に関する詳しいお問合せは下記の事務局までお願いします。 

 
      会  員  会  社  Ｐ  Ｒ 

  

今回の会報より、応募して頂きました会員企業のＰＲ記事を掲載することと致しました。尚、今後、毎回３社分を掲載して

いく予定です。 


